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Natural foodplants of Kirinia epaminondas や TAUDTNGER 


TAKESHI KUzUYA 


日 本 産 ジ ャ ノ メ チ ョ ウ 科 の 中 で キマ ダラ モドキ Kizrinig epaminondas STAUDINGER は 生活 史 に 関す る 報告 の も 
っ と も 乏しい も の の 一 つ で ある . 最近 , 浜 栄一 氏 は 長野 県 地 訪 郡 原村 , お よび 上 伊那 郡 飯島 町 で 本 種 幼虫 を 採集 さ 
れ , その 自然 状態 に お ける 食 草 と し て ヤマ カモ ジグ サ Brachypodium_ sylvaticum (Hups.), ミゾ イ チ ゴ ッ ナ ギ 
Poa acroleuca STEUD., ヒメ ノ ガ リヤ ス Calamagrostis hakonensis FRANCH. et SaAvAT., スス キ Miscanthus 
sinensis ANDERSS. を 挙げ て お られ る .D と これ ら は いづ れ も イネ 科 に 属し , 浜 氏 は 本 種 の 基本 的 な 食 草 は イネ 科 
で ある うと の べ て お られ る . 

筆者 は 長野 県 北佐久 郡 軽井沢 町 信濃 追分 と お いて 1954 年 5 月 30 日 。1955 年 5 月 22 日 , 1958 年 6 月 8 日 , 1967 年 6 
月 11 日 の 4 回 に わた り , カヤ ツリ グ クサ 科 を 含む 計 5 種 の 異 る 食 草 より 本 種 の 幼虫 11 頭 を 採集 し て いる の で 一 つの 資 
料 と し て 報告 する . 採集 地 は 信越 本 線 
信 渡 追分 駅 北側 の 小さ な 況 の 斜面 お よ 
び 追 分 原 で ミズ ナラ , カラ マツ , シラ 
カン バ , オニ グル ミ な どの 生え る 林内 
と その 周辺 の 湿地 で ある . 同じ 頃 , 同 
様 の 環境 で , 7 ん ye77czs 両 種 。 オ オ 
ヒ カ ゲ , クロ ヒ カ ゲ モドキ な どの 幼虫 
が 採集 され る . キマ ダラ モドキ の 幼虫 
は ヒ ゴ ご ゴ クサ Carex japonica THUNB., 
ヒ カ ゲ スゲ Carex lanceolata BooTT,, 
カサ スゲ Carex dispalata Boorr. 
(以上 スゲ 科 ), ナガ ハグ サ Pog 
pratensis LINN.,。 チ ガ ヤ Imperata 
cylindrica (LINN.) BEAUv. var. 


第 1 図 ヒ ゴ ク サ 葉 上 の キマ ダラ モドキ 4 今 幼虫 Koenigii (RETZ) DURAND et SCHINZ, 














(1958 年 6 月 8 日 信濃 追分 に て 撮影) (以上 イネ 科 ) か ら 採 集 され た . 各 食 


草 か ら の 採集 頭数 お よび 令 数 の 内 訳 は 
第 1 表 の と お り で ある . と れ ら の 食 草 の 種 名 は , 少く と も 各 食 草 に つき 1 回 以上 , 幼虫 を 採集 し た 株 を 所 り 採っ て 
持ち 帰り , 東京 大 学 植物 学 教室 前 川 文夫 博士 の 同定 を 経た も の で ある . また 令 数 の 推定 は その 後 の 飼育 経過 お よび , 
同じ 頃 欠 敵 よ り 採卵 し て 越冬 飼育 し て いた 森 種 幼虫 と の 比較 に よっ た . 木 種 幼虫 を 卵 より 飼育 する と 例外 な く 5 今 
で 幅 化 し , また 今 数 に よる 頭 部 大 き さ の 差異 が 著 明 で ある の で 令 数 判定 に 迷う と と は な か っ た . 
ヒ ゴ ク サ か ら 採 集 さ れ た 例 が 多い が , と れ は , 同 地 で ヒ ゴ ク サ が 密生 し て いる 場所 が あっ て , 探し 易かっ た た め 
も あろ う . 幼虫 は 食 湖 の ある 葉 の 裏 や , その 株 の 根元 近く に 静止 し て いる の が 普通 で あり , 頭 部 を 上 に 向け て いる 
場合 も 根元 に 向け て いる 場合 も ちる. 食 彰 は ナガ ハグ サ , ヒ カ ゲ スゲ の よう に 葉 の 細い も の で は 斜め に 切っ た よう 
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第 1 表 キマ ダラ モドキ 幼虫 採集 記録 











Foodplant ™ ce 二 May 30, 1954 May 22, 1955 | June 8,1958 | Juane 11, 1967 





ヒ ゴ ク サ Carex japonica THUNB. | 3 頭 (すべ て 3 令 ) | 2 頭 (2 令 と 3 令 )| 1 頭 (4 令 ) 1 頭 (4 令 ) 


ヒ カ ゲ スゲ Carex lanceolata 1 頭 (4 令 ) 

BoorTr. 
カサ スゲ Carex dispalata BOOTT. 1 頭 ( 3 眠 中 ) 
チ ガ ヤ Imperata cylindrica 1 頭 (4 令 


(LiNN.) BEAUV。 var, 
Koenigii (RETS.) 
DURAND et SCHINZ. 














ナガ ハグ サ Poa pratensis LINN。 1 頭 (4 令 ) 





(に , また ヒ ゴ ク サ , カサ スゲ な ど で は 葉 の 縁 を 削っ た よう に た べ て あっ た . 
幼虫 は 前 進 に 際 し 糸 を 吐き 頭 部 を 動か し つつ 進む が , 静止 場所 に お いて は 糸 に よる 足 の 台座 は 明らか な も の で は 

な く , 触れ る と し ば し ば 体 を 丸め て と ろ げ お ちる . 幼虫 に は 群集 性 は な い が , 1954 年 と 1958 年 に は 1 頭 の 幼虫 を 見 
出す と , その すぐ 近く で 更に 別 の 個体 を 発見 で きた . 本 種 $ は 産卵 させ る と 卵 塊 を つく る の で 幼虫 が 互 に 近く に 見 
出さ れる と と は 予期 され る と と で ある . 本 種 幼虫 は 刺激 を うけ る と 第 2 図 の よう に 胸部 

を 丸く まげ て 持ち あげ る 習性 が ある . / 

飼育 の 際 の 食 草 と し て 筆者 の お も に 用 いた の は ヤブ スゲ Carex Rochebruni FRANCH. タ グ 
et SAvAT. で ある が , と の 食 草 に よる 成育 状況 は 良好 で あっ た . 採集 し た 幼虫 か ら の 飼 
育 例 を 次 に 挙げ る . = 

1954 年 5 月 30 日 採集 (3 令 ) 一 一 6 月 1 日 3 眠 起 一 一 6 月 12 日 4 眠 起 一 6 月 27 
日 最 化 一 一 7 月 11 日 羽化 ($). 1958 年 6 月 8 日 採集 (4 令 ) 一 一 6 月 11 日 4 眠 起 
ーー 7 月 1 日 疫 化 一 7 月 15 日 羽化 (3). 

な お 1954 年 採集 の 1 頭 は 寄生 賜 に よる と 思わ れる 卵 を 胸 節 側面 に つけ て いた . 1958 年 。 

に iR Ni Lc ss 、 a 第 2 図 キマ ダラ モドキ 
採集 の 幼虫 も 前 遇 時 に 寄生 出 の 幼虫 が 出 て 刺 化 し た が 成虫 殖 が 羽化 し な か っ た . 採卵 し 幼 是 の 胸部 を 丸 
た も の か ら 飼 育 し た 場合 , 本 種 幼虫 は 雌 化 後 摂 食 せ ず に 越冬 し , 春 に な っ て 食べ 始め る め る 習性 
が 自然 状態 で の その 時 期 の 観察 は な され て いな い . 

浜 栄一 氏 が 報告 され た 食 草 と 筆者 が 幼虫 を えた 食 草 と に は 共通 種 が ー つ も な い . 合わ せ て 9 種類 の 食 草 の うち ス 
ゲ 科 が 3 種類 , イ ネ 科 が 6 種類 で ある . 浜 氏 が 度々 の 探索 に ちゃ か か わら ず ス ゲ 科 か ら 幼 虫 を 発見 で き な か っ た 理由 
は 明らか で な い . 幼虫 の 食 草 嗜好 が 成長 に 伴っ て 変化 する 可能 性 , ある い は 産地 に よっ て 異 る 可能 性 も 考え られ る . 

終り に の ぞ み , 食 草 の 同 定 を お 願い し た 前 川 丸 夫 捕 士 に 厚く お 礼 申 し あげ る . 


婦 献 
1) 浜 栄一 (1966), キマ ダラ モドキ の 食 草 を 追っ て , まつ むし (松本 むし の 会 ) No.22: 5 一 16. 
2) 大 井 次 三郎 (1965), 日 本 植物 誌 ( 至 六 堂 , 東京 ). 





SUMMARY 


Five natural foodplants of Kirinia epaminondas STAUDINGER (Satyridae) are recorded. Third or 
fourth instar larvae were collected from Carex japonica THUNB,., Carex lanceolata BoorT., Carex 
dispalata BoorT.(Cyperaceae), Poa pratensis LINN.and Tmperata cylindrica (LINN。) BEAUV. var, koenigii 
(RETz.) DURAND et SCHINZ. at Shinano-Oiwake (elevation 1000m) in late May and early June, 1954- 
1967. They pupated in late June or early July, and the adults emerged in middle or late July. 
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